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令和元年9月
第118号

（公社）栃木県米麦改良協会
宇都宮市平出工業団地9番地25

☎（028）616ー8700

日頃から、本県農政の推進と主要農作物の種
子の生産供給に特段の御理解と御協力をいただ
き、厚く御礼申し上げます。

本県は、豊富な水資源と平坦で広い農地に恵
まれ、耕地面積の約８割が水田となっています。

県は、この豊かな資源を利用して、収益性の
高い水田農業の確立を図るため、主食用米から
露地野菜等の土地利用型園芸作物への転換の推
進や担い手への農地の集積・集約化による産地
づくりの加速化を推進しています。

また、米麦等の競争力強化を図るため、良食
味で高温耐性を有し高品質安定生産が期待でき
る「とちぎの星」の生産拡大とともに、需要の
高まっているもち性の大麦「もち絹香」や吟醸
酒の醸造に適した酒造好適米「夢ささら」といっ
た新品種の早期産地化を推進しています。

こうした土地利用型農業を支える主要農作物
の種子の安定的な生産・供給を都道府県に義務
づけてきた主要農作物種子法は、平成 30（2018）
年４月１日に廃止されました。

県民に安全で安心な食料を供給し、本県農業
の発展を図るためには、農業生産の基本となる
優良な種子や種苗の安定供給が不可欠となりま
す。

そこで、県は公益社団法人栃木県米麦改良協
会をはじめ、農業団体、行政機関で構成する検
討会を設置し、種子・種苗供給のあり方につい
て検討を重ねてきました。

これらを踏まえ、本県農業の持続的な発展の
ため、優良な種苗の生産と安定的な供給を図る
ための新たな条例を制定することとしました。
新たな条例案は、稲、麦、大豆に加え、県が育
成したいちごなどの園芸作物についても優良な
種苗の安定供給を促進することを目的とし、県
の責務や関係する団体、種苗生産者等のそれぞ
れの役割を規定するものであり、本県農業の競
争力の強化に資するものと考えております。

条例案は、「栃木県奨励品種の優良な種苗の
安定供給に関する条例（仮称）案」として本年
6 月 21 日から 7 月 22 日までパブリック・コメ
ントにより県民の皆様から広くご意見をいただ
き、令和元（2019）年度県議会の９月通常会議
での条例案を提出したところです。

今後は、新たに制定される条例のもと、本県
における種子供給が引き続き安定的に行われる
よう、農業者をはじめ、市町、農業団体等の関
係者の皆様のより一層の御理解・御協力をお願
いいたします。

　　　　　　優良な種苗の安定供給に向けて

栃木県農政部生産振興課長　青栁　俊明
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２０２０年産麦類生産振興方針
栃木県

１　基本方針
麦類は、本県における土地利用型農業の基幹

作物の一つとして、４麦合計で12,900ha（平成
30（2018）年産）の作付面積があり、全国第４
位の規模となっている。

品種ごとの需給関係については、需要量に対
する供給量の過不足があることから、需要を的
確に捉えた機動的な品種の作付けを推進してい
く。特に、機能性成分に着目した新たな需要に
対応するため、食用大麦の普及拡大を進める。

また、近年、暖冬や冬期間の豪雨など、異常
気象の頻発で、収量・品質の低下リスクが高
まっていることから、安定生産のための基本技
術を徹底し高品質で安全・安心な麦の安定供給
を図る。

２　推進目標
（１）需要に対応した麦生産

民間流通麦における需要量に即した作付
面積の確保（品種ごと）
ビール大麦における契約達成率：100％

（２）適期播種及び収穫の徹底による安定生産
の推進
適期播種の実施：100％

（３）収量向上による収益性改善
目標単収：大麦400㎏/10a・小麦420㎏
/10a

（４）実需評価を踏まえたもち性の食用大麦
「もち絹香」の普及拡大

３　重点推進事項
（１）実需者ニーズに対応した麦生産
（２）基本技術の徹底による品質・収量の安定化

４　推進方策
（１）需要に対応した麦生産

①　麦類全体
実需者との情報交換を活発に行い、生産

者及び関係機関・団体が一体となって、需
要に応じた生産を推進するとともに、品質
基準達成のための技術対策の実施や、需要
動向を含む社会情勢を踏まえた品種開発及
び品種導入を図る。

特に、需要が高まっている「もち麦」に
ついては、実需者の需要に応じた生産拡大
を図る。

②　二条大麦
ビール大麦については、発芽勢や粗蛋白

含量等の品質向上対策を推進し、上位等級
（１・２等）での100％出荷を目指す。特
に、適正な蛋白含有率（9.0～12.0%）であ
ることが強く求められており、適正化につ
いて取り組んできた結果、状況は改善して
いるため、引き続き、蛋白含有率適正化に
取り組む。

大粒大麦については、整粒歩合を高め、
軟質で鮮明な色相に仕上げる等、品質の向
上を推進する。

各品種に関しては以下のとおり。
・「ニューサチホゴールデン」について

は、「サチホゴールデン」に替えて、作
付拡大を推進する。

・「もち絹香」については、実需者の評価
を得ながら作付拡大を推進する。

・「とちのいぶき」については、需要に応
じた作付を推進する。
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・「アスカゴールデン」については、実需
者及び産地の評価をH31（2019）年産で
行い、動向を決定する。

③　六条大麦（食用大麦・麦茶用大麦）
・主力品種「シュンライ」について、食

用・麦茶用の需要に応じた作付けを推進
するとともに、食用においては硝子質粒
防止対策等による品質向上を図る。

④　小麦
多様な実需の要望があるため、品質向上

や機動的な生産量調整、品種転換を推進す
る。
・「イワイノダイチ」及び「タマイズミ」

については、需要に応じた作付けを推進
する。

・「さとのそら」については、実需者ニー
ズが増加していることから、より一層の
作付拡大を推進する。

・「ゆめかおり」については、実需者ニー
ズが増加していることから作付拡大を推
進するとともに、必要に応じた追肥によ
り目標となる蛋白含有率（13％以上）を
確保する。

（２）適期播種及び収穫による穂発芽対策
①　適期播種の推進

播種期の遅れは、凍上害・倒伏の発生
や、収穫期の遅れによる穂発芽リスクを高
めるとともに、蛋白質含有率の増加等の
影響があるため、適期播種の励行を徹底す
る。

特に水稲跡の作付けでは、水稲の収穫時
期の遅れによる麦栽培への悪影響が懸念さ
れるため、水稲晩生品種の作付けを避け、
適期内での早期落水の実施や排水対策の徹

底等により、麦が適期に播種できる輪作体
系とする。

また、大豆跡の麦の作付けは、播種が遅
れるので、原則行わない。

　播種適期
県北部地帯：11月1日～10日、県中部地
帯：11月6日～15日、県南部地帯：11月9日
～18日
※気象庁の季節予報（１か月、３か月予

報）も参考にして播種時期を決める。
　気温が高い（暖冬）予報の時は５日程度

遅らせ、低い（寒冬）の時は５日程度早
める。

②　適期収穫の推進
収穫タイミングの正否は、外観品質・等

級、加工品の品質にも影響を与え、収穫時
期が遅くなると、穂発芽のリスクも増加す
る。

このため、穂首の曲がり程度や水分含量
等を参考に、適期収穫を徹底する。

また、旗立指導等により収穫適期に関す
る情報を積極的に生産者に周知する。

③　適正な経営規模の推進
大規模経営体においては、適期内に播種

や収穫が終了していない例もあり、穂発芽
も含めて品質の低下が懸念されることか
ら、経営規模に応じた人員確保や機械整備
を指導する。

④　農業共済等への加入促進
農業共済や収入保険制度への加入促進に

より、生産者の経営安定を図る。
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（３）収益性改善に向けた収量向上
①　排水対策

これまで冬期間の降水量は比較的少な
かったが、近年は、一度に降る雨量が多く
なっている傾向が見られ、湿害による収量
減や品質低下を招いている。

特に、ビール大麦については、等外上の
発生が問題となっているため、排水対策の
徹底を図る。

　
②　土壌診断の推進

麦類は酸性に弱く、pH5.5以下になると
生育不良、pH5.0以下では極端に減収する
ため、pH6.5を目標に、土壌診断に基づい
た播種前の土づくり資材の施用を推進す
る。

なお、土壌診断に基づく土づくりが困難
な場合は、石灰質肥料、燐酸質肥料、苦土
肥料が予め配合された資材を、毎年80～
100kg／10a施用するよう指導する。

③　麦専用基肥肥料の利用促進
本県では、配合割合の異なる麦専用基肥

肥料が販売されているので、前作や土性、
前年産の蛋白分析結果等を勘案し、最適な
肥料を選定し、収量増加を図る。

（４）安全対策の徹底
①　かび毒対策

小麦のかび毒デオキシニバレノール
（DON）について、食品衛生法に基づく
暫定的基準値（1.1ppm以下※）が定めら
れており、農産物規格規程では、食用麦の
赤かび粒の混入限度は、0.0％以下である
ことから、地域ぐるみの適期防除や荷受け
時選別の徹底による汚染麦の流通防止等赤
かび病対策の徹底を図る。

また、GAP（農業生産工程管理）の取
組精度向上について、生産者及び関係機
関・団体等が一体となって推進し、県産麦
の安全性の確保と消費者及び実需者からの
信頼性向上を図る。
※暫定基準値は、今後見直しをされる可

能性あり。

②　そば対策
そばアレルギー体質の人がそばを摂取す

ると、微量でも症状が重くなることが多
く、生命に関わることがある。そのため、
そば跡への麦の作付けは、行わない。

５　重点プロジェクト
〇大麦収量向上プロジェクト

本県における大麦の収量は、能力の高い
新品種が導入されているにもかかわらず、
平成８年産をピークに減少傾向である。

これまでに、幾つかの要因が明らかにさ
れているが、圃場毎に収量を制限している
主要因が異なる可能性があるため、麦類の
生産現場の状況等を統一的に調査し、生産
性低下に影響を及ぼしている諸要因を網羅
的に解析することで主要因を解明する。

この結果をもとに対策技術を実施し、収
量向上を図る。
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（単位：ha、t）

平成30年産

実績

平成31年産

実績見込

令和２年産

目標

令和３年産

目標

令和４年産

目標

面積

生産量

面積

生産量
      〔3,280〕

面積

生産量
    〔32,080〕

面積

生産量
        〔960〕

面積

生産量
        〔400〕

面積

生産量
    〔36,720〕

面積

生産量
      〔6,400〕

面積

生産量
      〔6,400〕

面積

生産量
      〔1,930〕

面積

生産量
      〔4,030〕

面積

生産量
      〔2,560〕

面積

生産量
      〔1,260〕

面積

生産量
     〔9,780〕

面積

生産量
     〔52,900〕

品種及び用途
面積及び
生産量

実績及び目標

今後の方向性

サチホゴールデン
＜ビール用・食用＞

ニューサチホゴールデン
へ品種転換

H31年産で評価をした後、
動向を決める

アスカゴールデン
＜ビール用・食用＞

ニューサチホゴールデン
＜ビール用・食用＞

サチホゴールデン後継と
して作付推進

とちのいぶき
＜食用＞

需要に応じた作付推進

需要に応じた作付推進

計

シュンライ
＜食用・麦茶用＞

需要に応じて作付転換

計

イワイノダイチ
＜日本麺用＞

需要に応じてさとのそらに
作付転換

さとのそら
＜日本麺用＞

需要に応じて作付拡大

タマイズミ
＜醸造用・中華麺用＞

合計

※1　平成30(2018)年産品種別作付面積・生産量は、種子供給量及び関係団体からの聞き取りにより推計
※2　平成31(2019)年産品種別作付面積は、種子供給量及び関係団体からの聞き取りにより推計
※3　平成31(2019)～令和４(2022)年産の品種別生産量は、各麦種の平均単収（農林水産省統計情報）に面積を乗じ算出
※4　〔　〕は目標単収達成時の生産量
※5　ラウンドの関係で合計が一致しない場合がある
※6　矢印は、平成31(2019)年産と令和４(2022)年産の作付面積を比較して、3割～1割の増減では点線、3割以上の増減では実線で表している
       なお、増減が1割未満のものは、水平の矢印で表している

もち絹香
＜食用＞

需要に応じて作付拡大

二
条
大
麦

六
条
大
麦

小
麦

ゆめかおり
＜パン用＞

需要に応じて作付拡大

計

-4-
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令和２年産麦類の栽培技術について
栃木県農政部経営技術課

１．令和元年産麦の生育概況及び作柄
播種作業は、天候に恵まれ順調に行われまし

たが、大豆跡ほ場では一部播種が遅れました。
播種作業は県中北部を中心に前年より3日程度
早まり、11月8日調査で16%（平年20%）でした。
11月28日調査の県全体の播種進捗率は91％（前
年82%、平年90％）で、地域別では県北96％、
県中93％、県南88％となり、3麦合計で9%（約
1,194ha）が12月播種となりました。

播種後の乾燥の影響で出芽日数は、平年より
やや多くかかりました。二条大麦の苗立数は
146本/㎡（前年比102％、平年比86％）と平年よ
り少なかったが、出芽後は高温傾向で分けつ発
生が早まり、12月18日調査の茎数は351本/㎡（前
年比242%、平年比125%）と平年より多く経過
しました。

年明け後も比較的高温傾向で推移し、1 ～ 2
月にかけて乾燥気味であったが、生育は進み
ました。3月18日の調査では、二条大麦の茎数
は、県平均で1,076本/㎡（前年比120%、平年比
99%）と平年並に推移しました。

茎立期は、適期に播種された二条大麦につい
ては平年より10日程度早い3月第2半旬頃でし
た。

出穂期は、4月の気温が平年をやや下回った
ため（宇都宮データ平年比−0.4℃）、二条大麦
では平年より3 ～ 4日程度、六条大麦は1日程
度、小麦は2日程度早まりました。

3月下旬から4月上旬にかけて一時的な低温
（最低気温で−3℃以下）に見舞われ、生育の早
まった麦においては、幼穂凍死や不稔穂が散見
されました。幼穂凍死等の影響で二条大麦の穂
数は574本/㎡（平年比87％）と少なくなりまし
た。また、低温による不稔穂の発生も県中北部
を中心に確認されました。不稔穂が発生したこ
とから赤かび病の発生が懸念されましたが、二
条大麦では発生はみられず、六条大麦、小麦で
は発生ほ場率及び発生穂率は少ない状況でし
た。

刈取作業は、5月第5半旬頃から始まり6月8
日調査では二条大麦で92％（平年75％）が刈取

終了し、3麦全体でも73％（平年59％）が終了
し、平年より5日程度進みました。小麦は6月第
2半旬頃から始まり、6月18日調査では63％（平
年51％）が終了し、6月28日調査では98%（平年
97％）と平年並に終了しました。

収穫量は、二条大麦は平年並からやや少な
く、整粒歩合はやや低く、細実傾向となりまし
た。六条大麦及び小麦の収穫量は平年並でし
た。5月21日の降雨により、生育の遅れていた

（播種時期が遅い）大麦や生育の旺盛な小麦を中
心に各地で倒伏が発生しました。また、5月下
旬の高温と梅雨入り（6月7日）後の降雨により、
倒伏した麦で穂発芽が散見されました。

２． 令和２年産麦の栽培のポイント
１）排水対策の徹底

麦類は出芽から登熟期の全栽培期間を通じて
湿害を受けやすい作物です。

図１は、単収と降水量の関係を表したもの
で、１日当たりの降水量が多くなるほど単収が
低下しますので、湿害を軽減するため排水対策
の徹底が重要になります。

図１　麦単収と降水量との関係
（平成6年産〜29年産。ただし平成26年産は穂発芽被害のため除く）

対策は、排水良好なほ場に作付けするととも
に、地域での話合いによりほ場の団地化に努
め、隣接する水田や用水路からの横浸透による
湿害を避けましょう。また、プラソイラーやス
タブルカルチ、サブソイラー等による心土（硬
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盤）破砕を行い浸透排水を良くします。さらに、
降雨等による地表水を早期に排水するため、ほ
場周辺に排水溝を設置します。この時、排水口
は低く掘り下げて必ず排水路につなぎましょ
う。

なお、排水の悪いほ場では、ほ場内にも5 ～
10m間隔で排水溝を設けましょう。

上記の対策を実施しても排水が不十分な場合
は、畝立て同時播種栽培を組み合わせることを
検討しましょう。

２） 適期播種
近年、天候不順の影響もあり麦の収量及び品

質が不安定な年が多くみられます。気象庁の長
期予報等を参考に基準播種期間内での播種を基
本に播種時期を判断することが必要となりま
す。

適正な播種時期の目安は、年内に葉齢3葉程
度を確保し、目標穂数の8割以上（500 ～ 600本
/㎡）を確保できる時期となります。年内に3 ～
3.5葉を確保するために必要な播種後年内の積
算温度の目安は300 ～ 450℃であり、各地の平
均気温に応じて播種時期（図2、表1）を決定しま
しょう。

基準播種期間を目安に、気温が高い（暖冬）予
報の場合は5日程度遅らせ、低い（寒冬）予報の
場合は5日程度早める対応が必要となります。

３） 種子消毒
平成27年産以降二条大麦において、オオムギ

斑葉病の発生が年々増えてきており、令和元年
産は55％のほ場で確認されました。ほ場で発病
した場合薬剤による防除は困難であり、品質低

下や減収となります。種子消毒を徹底し、健全
な麦の生産に努めましょう。

オオムギ斑葉病に対する種子消毒の効果は処
理方法により異なり、一般的に浸漬処理による
効果が高く、粉衣処理はやや不安定になります
ので、浸漬処理による種子消毒を第一に考え、
作業上困難な場合は粉衣処理を実施しましょ
う。

４） 施肥管理
収量及び品質を確保するためには、品種やほ

場に応じた施肥管理を行うことが重要となりま
す。

近年、窒素成分は速効性のみで、燐酸と加里
の成分を窒素と同等に抑えた安価な肥料を使用
するケースが一部で見られます。窒素成分に合
わせた施用量では燐酸不足で生育不良となり収
量低下につながります。さらに生育後半に肥料
切れしやすいほ場や暖冬年で降水が多い場合等
は、細麦や低蛋白になりやすいので、麦専用肥
料の使用を基本とします。

前年産の蛋白質含有率分析結果や作柄等を参
考に、ほ場の状況に応じて施用量を検討しま
しょう。

一般的に、黒ボク土や大豆跡では麦の生育後
半に地力窒素が発現するので、緩効性窒素割合
が低い肥料や速効性窒素のみを配合した麦専用
肥料が適しています。一方、砂質土壌では生育
後半に肥切れしやすいので、緩効性窒素割合の
高い麦専用肥料が適しています。

なお、品種ごとの標準的な施肥量は表２のと
おりです。

基本技術（排水対策・適期作業［播種、麦
踏み、防除］・施肥管理）を励行し、収
量・品質の向上に努めましょう。

地　域 基準播種期間
県北部地帯 11月1日～10日
県中部地帯 11月6日～15日
県南部地帯 11月9日～18日

図２　地域別播種適期

適期より遅れた場合 適期より早い場合
凍上害が発生しやすい 春先に凍霜害を受けやすい
分げつが少なく、穂数が少なくなる 側面裂皮粒等の被害粒の発生
蛋白質含有率が高くなる 整粒歩合が低く、容積重が軽くなる
硝子粒率が増加する １穂粒数が減少し、有効茎歩合低下
収穫時の降雨のよる穂発芽発生 縞萎縮病に感染しやすい

表１　播種時期が生育に及ぼす影響 品種名 窒素量
（10a当たり） 肥料の種類（施用例）

ニューサチホゴールデン 6.5～8.0kg
とちのいぶき 6.0～7.5kg

もち絹香 10.0kg以上 水稲跡：ビール麦エース
大豆跡：3割程度窒素減肥

シュンライ 6.0～7.0kg 灰色低地土：シュンライ２４２
黒ボク土：ビール麦ライト

イワイノダイチ 10.0～11.0kg
さとのそら 10.0～11.0kg

タマイズミ 10.8kg
+（2.0～4.0kg）

タマイズミ専用866+（開花期頃に必要に
応じて追肥）

ゆめかおり 12kg
+2.0～4.0kg ゆめかおり専用肥料+開花期頃に追肥

灰色低地土：ビール麦エース
黒ボク土：ビール麦2号またはビール麦ライト

ビール麦エース

表２　品種別施肥基準 
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令和１年産麦類種子生産実績及び
令和２年産麦類採種計画について

令和１年産麦の作柄は、播種作業はほぼ順調
に行われたが、播種後の乾燥の影響で出芽は遅
れた。その後は、高温傾向で推移し、乾燥気味
であったが生育は進んだ。3月下旬から4月上旬
の低温による影響があった。収穫は、平年に比
べ早まったが、5月21日以降は降雨の影響があっ
た。収穫量は、二条大麦は平年並みからやや少
なく、六条大麦および小麦は平年並みであっ
た。

令和１年産麦類種子の生産実績は、（表１）の

とおり、二条大麦「とちのいぶき」、小麦「イワ
イノダイチ」が契約数量をやや下回ったが、そ
れ以外の各品種は契約数量を確保できた。

令和２年産麦類の採種計画については、8月
29日に開催した令和2年産麦類採種ほ設置計画
会議において、種子場農協、栃木県、全農とち
ぎ等の関係団体と協議し、麦類種子の需給状況
を踏まえ、ほぼ前年並みの採種ほ面積と生産数
量とする令和２年産麦類採種計画（表２）をまと
めた。

単位：ａ．Ｋｇ．％

　
種 品種名 Ｊ　Ａ　名 面積 契約数量 実績数量 対比 合格 準

　
類

％ ％

二 なすの

条 しもつけ

大 おやま

麦 小計

とちのいぶき はが野

二条大麦計

シュンライ なす南

六条大麦計

小
さとのそら 足利

麦 イワイノダイチ おやま

タマイズミ おやま

ゆめかおり しおのや

小　麦　計

計

(表１）　　令和１年産麦類種子生産実績

ニューサチホ
ゴールデン

六
条
大
麦

（表１）　令和１年産麦類種子生産実績
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(表２）　令和２年産麦類採種計画　　　　　　　　

ア.品種別 単位：ａ．㎏

種類 品種名 令和１年産 摘　　　要

計画生産数量 面積 反収／10ａ 生産数量

二条大麦 ニューサチホゴールデン

アスカゴールデン 　　　　　　　-

とちのいぶき

二条大麦計

六条大麦 シュンライ 注１

六条大麦計

小　　麦 さとのそら

イワイノダイチ

タマイズミ

ゆめかおり

小麦計

　　　　　合　　　　　　計

注１　シュンライは長野県に4，０００ｋｇ委託します。（外数）　　シュンライ計画数量　１０３，０００ｋｇ

イ.種子場別

単位：ａ，㎏

ＪＡ名 種類 品種名 　　　採種ほ面積 収量／10ａ 生産数量 摘要

１年産 ２年産

なすの（大田原）
二条大麦 ニューサチホゴールデン

なすの（黒羽） 二条大麦 ニューサチホゴールデン

　計

なす南 六条大麦 シュンライ

しおのや 小麦 ゆめかおり

はが野 二条大麦 とちのいぶき

しもつけ（栃木） 二条大麦
ニューサチホゴールデン

しもつけ(岩舟） 二条大麦
ニューサチホゴールデン

　計

おやま（豊田） 二条大麦
ニューサチホゴールデン

二条大麦
アスカゴールデン

　　　　　　-　　　　　　

小　計

おやま（寒川） 小麦 タマイズミ

小麦 イワイノダイチ

小　計

　　計

足利 小麦 さとのそら

令和２年産採種計画

合　　　計

(表２）　令和２年産麦類採種計画　　　　　　　　
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種類 品種名 令和１年産 摘　　　要

計画生産数量 面積 反収／10ａ 生産数量

二条大麦 ニューサチホゴールデン

アスカゴールデン 　　　　　　　-

とちのいぶき

二条大麦計

六条大麦 シュンライ 注１

六条大麦計

小　　麦 さとのそら

イワイノダイチ

タマイズミ

ゆめかおり

小麦計
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注１　シュンライは長野県に4，０００ｋｇ委託します。（外数）　　シュンライ計画数量　１０３，０００ｋｇ

イ.種子場別

単位：ａ，㎏

ＪＡ名 種類 品種名 　　　採種ほ面積 収量／10ａ 生産数量 摘要

１年産 ２年産

なすの（大田原）
二条大麦 ニューサチホゴールデン

なすの（黒羽） 二条大麦 ニューサチホゴールデン

　計

なす南 六条大麦 シュンライ

しおのや 小麦 ゆめかおり

はが野 二条大麦 とちのいぶき

しもつけ（栃木） 二条大麦
ニューサチホゴールデン

しもつけ(岩舟） 二条大麦
ニューサチホゴールデン

　計

おやま（豊田） 二条大麦
ニューサチホゴールデン

二条大麦
アスカゴールデン

　　　　　　-　　　　　　

小　計

おやま（寒川） 小麦 タマイズミ

小麦 イワイノダイチ

小　計

　　計

足利 小麦 さとのそら

令和２年産採種計画

合　　　計

（表２）　令和２年産麦類採種計画
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令和1年度　種子品質向上研修会を開催して

本年度は、7月31日～ 8月1日に種子の品質向

上を図ることを目的として、種子生産JA担当

者並びに種子生産者等27名が参加し、（一社）長

野県原種センター農産部への視察研修を開催し

ました。

（一社）長野県原種センター併設の長野県農業

試験場会議室に於いて 片桐常務理事、飯塚農

産副部長を講師として、長野県の種子供給体制

について丁寧な説明を頂きました。

研修時の様子

○種子法廃止後の長野県の対応

種子法廃止後の長野県の対応としては、今年

の7月に主要農作物等の品質の確保及び安定的

な生産に寄与することを目的とした「長野県主

要農作物及び伝統野菜等の種子に関する条例」

が公布され、来年度に施行予定となっていま

す。

○（一社）長野県原種センターの概要

優良種子、ウイルスフリー原苗、きのこ原種

菌等の一元的かつ効率的な安定供給を図るとと

もに、新品種育成時に必要な遺伝資源の収集保

管体制の整備により、生産性の高い農業の発展

に資することを目的に、昭和62年4月に設立さ

れました。

平成13年度の事業見直し、平成16年度の組織

改革を経て、平成25年4月に一般社団法人へ移

行しました。

○（一社）長野県原種センターの事業概要

水稲、麦、そばの奨励品種、認定品種、県職

務育成品種等の種子生産と原種の生産供給を

行っています。平成30年度は水稲種子967t、麦

種子298t、大豆種子65t、そば種子34t、各原種

19tを供給しており、品種数は水稲種子は17品

種、麦種子9品種、大豆種子5品種、そば種子4

品種と多くの品種が取扱われています。また、

一般種子についてはJAへ作付委託を行ってお

り、原種については直営作付と委託作付での対

応となっています（下記の表のとおり）。

○原種の供給体制等について

多くの種類の原種を取扱える仕組みとして

は、委託作付やほ場の分割を細かく行うこと

表．長野県農業試験場で開発された品種等の種苗の生産 

種類 
生産 

原原種 原種 一般種子 

主要農作物

（水稲・麦・

大豆・そば） 

農業 

試験場 

原種センター 

（直営ほ場） 

（委託ほ場） 

原種センター

からＪＡを介

し種子生産農

家へ委託 
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や、備蓄原種の確保で対応しています。特にコ

シヒカリ等の取扱い数量の多い品種については

0.5年分以上の数量を備蓄として常に確保して

います。

品質確保の取組みとして育苗段階では、原種

と一般種子で種子消毒剤を使い分けることで薬

剤耐性菌等への対策を講じており、ほ場段階に

おいては品種特性（早生、・晩生）を利用して出

穂期が重ならないような管理をしています。ま

た、水稲原種の乾燥及び調製等については、コ

シヒカリは循環型乾燥機、それ以外の品種につ

いては混種防止のため平型乾燥機を用いていま

す。加えて、DNA鑑定により純粋性の確認も

行っています。

○原種ほ場視察

（一社）長野県原種センター直営作付の原種ほ

場の視察を行いました。

視察した品種は品種登録出願中の信交酒545

号（山恵錦）で、原種生産については面積2a、数

量100kgの計画となっており、現段階では順調

な生育が見込まれています。

以上のように、（一社）長野県原種センターで

の丁寧な原種生産・供給体制に一同感心し、研

修を終了しました。

原種ほ場視察の様子

信交酒５４５号（山恵錦）
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○第35回通常総会が開催されました。
　6月26日に第35回通常総会が開催され、①平成30年度事業報告及び収支決算の承認、②役員の選
任、③顧問の推たいの３議案が審議され、全議案が原案通り承認されました。

○第２回理事会（書面）が開催されました。
　総会終了後、第２回理事会が書面により開催され、理事全員の賛同の下、新たな役員が決定しま
した。　
　令和１年９月現在の協会役員は下記のとおりです。

役　職　名 所　　属　　団　　体 氏　　名

代 表 理 事 会 長 全農栃木県本部運営委員会会長 髙橋　　武

代表理事副会長 栃木県農業協同組合中央会専務理事 野口　隆夫

〃 全国農業協同組合連合会栃木県本部長 池田　佳正

常 務 理 事 学識経験者 小瀧　勝久

理 　 事 栃木県食糧集荷協同組合 関本　幸一

〃 種子生産組織代表 伊藤　順久

〃 種子生産組織代表 中山　正樹

〃 種子生産組織代表 渡辺　重雄

〃 種子生産組織代表 荒川　　清

〃 農産物受検組合連合会・種子利用農協代表 長嶋　　俐

〃 農産物受検組合連合会・種子利用農協代表 石原　典男

〃 農産物受検組合連合会・種子利用農協代表 仁見　一雄

〃 農産物受検組合連合会・種子利用農協代表 増田　　髙

監 　 事 全国共済農業協同組合連合会栃木県本部長 荒井　秀明

〃 栃木県農業協同組合中央会参事 藤澤　　勝

　　　　　　　　　が令和１年６月に選任された新たな役員

（公社） 米　麦　改　良　協　会　情　報


